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デ ィズ ニ ーTM・ア ニ メ ー シ ョ ン映 画
『Mr.イン ク レデ ィ ブ ル 』 の 新 聞広 告 を載 せ る
一外 国語映画 を観 る とい う行為 の コンテキス ト化一
永 山 友 子
本 稿 は,将 来 の観客 に対 して行 われ る,外 国語 映画 を観 る
とい う行為の コ ンテキ ス ト化 を,当 該 映画 の公 開前 後 に掲 載
され た新聞広告 を通 して分析 す る。考察 の対 象 と して,分 か
りやす さが求め られ る もののfタ イ トルが カタカナ語 になっ
てい るデ ィズニーTM・アニ メー シ ョン映画 の広 告 を取 り上 げ
た。5ケ 月にわたる継時的 な分析 を行 った結果,こ れまでにデ
ィズニーTMとピクサ ーTMが共同制作 して きた映画へ の言 及,他
の マ ス ・メデ ィアにお ける映画評 の引用,相 次 いで発 表 され
る映画賞 の話題 や,両 社 のブ ラ ン ド効果 を通 して張 り巡 らさ
れ た間テキ ス ト性 が コンテキス ト化 の主 な要因 になっていた
こ とが検証 され た。
キ ー ワ ー ド1新 聞 広 告7デ ィズ ニ ーTM・ ア ニ メ ー シ ョ ン映 画,環 境,
コ ン テ キ ス ト化.間 テ キ ス ト性
iは じめ に
本稿 は,外 国語 映画 を観 る とい う行為の コ ンテキス ト化 について,デ ィ
ズニーTM・アニメーシ ョン映画 の新聞広告 を取 り上 げ,イ ンター アクシ ョ
ンの社会 言語 学,及 び環境 記号論(geosemiotics,Scollo=nandScollon,
2003)の立場 か ら考察す る。情報の送 り手が受 け手 に伝 えたい情報 につい
て,受 け手の理解 を促す ため に,伝 えたい情報 につ ながる 「何か」 を思い
出 させ る ことがある。その よ うな 「思い出 させ る」過程が コ ンテキス ト化
であ り,「伝 えたい情報 につなが る 「何 か」」 は,コ ンテキス ト化 のキュー
と呼 ばれ てい る(Gumperz,1982)。
日本の現代社会 において,情 報 を伝 えるマ ス ・メデ ィア としての新聞は,
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戸別 に配達 され,多 くの人の 目に触れ るとい う点で安定 した情報媒体 であ
る と言 えよう。印刷物 であるため,読 み手 は,広 告の記録や保存が容易 に
で きる。広告主 は,広 告が垂 れ流 しに されるの を,あ る程度 防 ぐことがで
きる(三 瀬,1998)。是永(2004)によれば,広 告 は,単 に見る人の前 に提
示 された画像や文字 な どの テキ ス トでな く,テ キス トを創 る側,そ の結果
として創 られたテキ ス トと,創 られたテキ ス トを見 る(読 む)側 の間で な
され る社会的 な実践 である。読み手 が,同 じ紙面 に載 っている記事 と広告
を結 びつけ て解釈 す るこ ともあ り得 る。 しか し,三 瀬(1998)は,新聞 は
「広告 よ りも編集 を優先 させ るのが基本で ある。」 と指摘 している。映画 に
関す る記事が掲載 される紙面か ら,当 該映画の広告が外 されることがある。
「批判的 な記事は広告 に接す る読み手 を混乱 させ,好 意的な記事 は広告主に
お もねってい ると受 け取 られかね ない」か らである。
2.リサ ーチ ・クエス チ ョン
以下では,日 本で公開 されたデ ィズニーTM・アニメー シ ョン映画であ り,
日本語版 の タイ トルがカ タカナ語 になっている映画 の1つ と して 『Mr.イ
ンクレデ ィブル』 を取 り上 げる。 カ タカナ語 は,「外国語 由来の語でカ タカ
ナで表記 される語」(『コ ンサ イスカタカナ語辞典』第3版,2005>で あ
る。 『コンサ イスカ タカナ語辞典』第3版(2005)を引 いてみる と,
「イ ン ク レデ ィ ブ ル(incredible):信じ ら れ な い さ ま 。 驚 くべ き こ と,
途 方 も な い さ ま。 〈現 〉(筆 者 注:昭 和21年 以 降)」
と定義 され てい る。一方 で,『集英社国語辞典』第2版(2000)には,「イ
ンク レデ ィブル」 とい う語 は収 録 されていない。 日本語 と しての認知度は
低い と考 え られ る。
『Mr.インク レデ ィブル』 とい う英語 とカ タカナ語 が交 じった タイ トル
をつ けられた映画の新聞広告 は,ど の ようにこの映画 に関す る情報 を提 供
し,将 来の観客 に向 けた コンテキス ト化 を行 っているのだろ うか。
3.分析 の 方 法 論
環 境 記 号 論(ScollonandScollon,2003)とい う分 析 の 手 法 は,イ ン ター
ア ク シ ョ ンの 社 会 言 語 学 よ り も,言 語 使 用 に お け る 即 物 的 な("material")
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状 況(テ キ ス トが ど こ に あ る か)を 重 要 視 す る 。ScollonandScollon
(2003=x)は,以下 の よ う に述 べ て い る。
「環境記号論は,即 物的な世界において言語 を配置する,意 味のシス
テムの研究である。」(筆者訳)
ScollopandScollop(2003)は,更にCoffman(1959)とKressandvan
Leeuwen(1996)の考 え 方 を取 り入 れ てs環 境 記 号 論 を イ ン タ ー ア ク シ ョ
ンの 秩 序(interactionalorder),視覚 記 号 論(visualsemiotics),配 置 記 号 論
(placesemiotics)の3つに 分 け た 。 本 稿 は,広 告 とい う社 会 的 な 実 践 に お
い て,主 に イ ン タ ー ア ク シ ョ ンを 行 う参 加 者(情 報 の 送 り手,受 け 手)の
か か わ り合 い に 注 目す る 。 そ して,広 告 の レ イ ア ウ ト,広 告 が 紙 面 に 配 置
さ れ た即 物 的 な 状 況 を 「環 境 」 と呼 び,焦 点 を 当 て る 。
4.デー タ
『Mr.インクレデ ィブル』の公開に合わせ,2004年10月 か ら2005年3
月にかけて朝 日新聞 に掲載 され た広告 を対象 とす る。 オ リジナル英語版 の
タイ トルは,"TheIncredibles"である。直訳す ると,「イ ンクレデ ィブル
0家 」 とい う意味 になる。 「Mr.インク レデ ィブル」 は父親であ るボブの
スーパ ー ・ヒーロー と しての コー ド ・ネームであ るが,父 親 だけで な く,
子 どもを含め た家族5人 全員がそれぞれ特殊 な能力 をもってい る。英語版
の タイ トルが示唆 している ように,主 役は,ス ーパ ー ・ヒー ローの一家族
である。英語 とカ タカナ語 を組み合 わせた 『Mr.インク レデ ィブル』 とい
う日本語版の タイ トルは,も ともとの英語 の タイ トルか ら意味 が少 しず れ
ている。
アメリカで公開 され たのが2004年11月5日,MPAA(MotionPicture
AssociationofAmerica=米国映画協 会)に よる審査 では 「暴力的 なシー
ンがあるので,親 同伴 が望 ま しい」(PGforactionviolence)と指定 され
た。 日本で は,2004年12月4日 に公開 されたが,特 に指定 は されなか
った。 また,第77回 アメリカ ・アカデ ミー賞 ・4部 門(長 編 アニ メーシ
ヨン賞,音 響効 果賞,脚 本賞,音 響編集賞)で ノ ミネー トされ,2部 門で
受 賞 した(長 編 アニ メー シ ョン賞,音 響効 果賞)。 その他,LA←Los
Angeles)批評 家協 会賞音楽賞,同 アニ メー シ ョン賞(2004),NY(=New
178
York)批 評 家 協 会 賞 ア ニ メ ー シ ョ ン 賞(2004)を 受 け た(http:〃en.
wikipedia.org/wiki/The_Incredibles)。
5.分析
5.1.映画 を観 るとい う行為の コンテキス ト化
最初の新 聞広告(図1)は,映 画封切 り(2004年12月4日)の2ヶ 月
弱前(2004年10月8日)に 掲載 され た。 ち ょうど見開 きになる10面 と
11面を用いた全面 カラー広告 であ り,主 な登場 人物 の姿が描かれ,名 前 も
紹 介 され てい る。 ス トー リーの簡単 な概 要 も載 ってい る。封切 りの 日付
(12月4日)と,日 本語サ ブ タイ トル版 と日本語吹 き替え版 の上映館 も告
知 されてい る。
他 の映画(『 トイ ・ス トー リー』 シ リーズ,『モ ンス タ0ズ ・イ ンク』,
『ファインデ ィング ・ニモ』)に言 及 してい ることに注 目したい。 これらは,
すべ てデ ィズニーTMとピクサ ー(Pixar)TMが共同で制作 した映画である。 ピ
クサーTMは,コ ンピュー タ ・グラフ ィックスの作成 を専 門に行 う制作 会社
であ る。 デ ィズニー・Mとピクサ ーTMは,これ まで に6つ の映画 を共同制作
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図1『 朝 日新 聞 』2004年10月8日 夕刊10面 と11面 全 面広告欄
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になっている。 これ らの前作 を観 た人なら分か るか もしれ ないが,観 てい
ない人に とっては,こ の よ うな タイ トルか ら映画の内容 を思 い浮かべ るこ
とがで きないか も しれ ない。何 らかの言語使用の プロ ダク トであるテキ ス
トは,単 独では成 り立 たない。それぞれのテキス トは,言 語 を取 り巻 く環
境の影響 を受ける ・与 えることで成立す る。新 しい情報 を提 供 しようと し
ている図1は,そ の導入 と して,新 しい情報 につ なが る他の旧情報 に言及
してい る。 この ようなテキス トの性 質は,間 テキス ト性(intertextuality)と
呼 ばれ ている(Lemke,2004)。
まず,前 作 の映画の タイ トルの上 に,次 の ような短 い1行 の説明が付け
加 え られてい る。
「"おもちゃの世界"の 大救出劇 に胸躍 らせた…」
(『トイ ・ス トー リー』 シ リーズ)
「心優 しき怪物 と少女の出会いに心打 たれた…」
(『モ ンス ターズ ・インク』)
「カクレクマ ノ ミ親子の奇跡 の再会 に泣いた…」
(『フ ァインデ ィング ・ニモ』)
ここで は,「誰が」「胸躍 らせ」,「心打 たれ」,「再会に泣い た」 のかが,明
らかになってい ない。広告 の読み手が必ず しもこれ らの映画 を観た とは限
らないのに もかかわ らず,読 み手が既 にこれ らを観ている(あ るいは,知
ってい る)と の想定 の もとに,広 告のテキス トが創 られている。更に,「そ
して一 今度 のデ ィズニー/ピ クサーは…」 と続 けて,「今度」公開 される映
画 も,前 作 と同 じ制作会社が製作 した映画である ことを指摘す る。「今度」
の映画 も,こ れまで に制作 され た映画 と同 じように観 る人の心 を揺 さぶ る
作品だ とい うイメージを,読 み手 に与 え ようとしてい る。 その下 に,デ ィ
ズニー(Disney)TMとピクサ ー(Pixa⇒TMの英語 ロゴが大 きな文字 で記 されて
("DISNEYPRESENTSAPIXARFILM"(ディズニ ーが ピクサ ー映画 を
提供 します)),もう1行 下 には更 に大 きな文字で 日本語版 タイ トル 『Mr.
(ミス ター)イ ンクレデ ィブル』 が書 かれている。 日本語版 の タイ トル ・
ロゴでは,「Mr.」に少 し覆 いかぶ さる ように してs「 ミス タ ・ー」 とい う カ
タ カナ語 が記 され て い る。
180
〈ス トー リー(図1よ り引用)〉
「正義の ため,命 をかけて闘 って きた スーパー ・ヒ.___ローた ち。 し
か し,そ の破壊力 に満 ちたパ ワーは一般 市民の生活 に もダメージを与
えて しまい,彼 らは政府 か らその活動 を禁 じられて しまう。
あれか ら15年 人気NO.1の スーパー ・ヒー ロ 一ーだ っ たMr.
イ ンク レデ ィブ ル は,保 険会社 の社員 として妻 と3人 の子供 と共に暮
ら して いた。家族全員が驚 くべ きパワーの持 ち主。その秘密 を隠 し続
けて生 きる彼 らは,普 通の生活 にな じもうと努力 していた。
そんなあ る日,か つての スーパー ・ヒーロー仲 間が次 々 と行方不明
になる事件が発 生。その魔の手 は,Mr.イ ンクレデ ィブル とその家族
た ちに も迫 っていた一!!」
デ ィズニ ーTM・アニメーシ ョン映画で も,タ イ トルがすべ てカ タカナ語
になっていた ら,そ の映画 の内容 を想像す るの は容易ではない と思 われる。
よって,最 初 の広告 で は,コ ンテキス ト化の キ ュー(例 えば,デ ィズニ
ーTMとピクサーTMが共同制作 した映画で あること)を 強調 し,「この冬,元
スーパ ー ・ヒーローの家族が 《奇跡》 を起 こす1」 とい う1行 を紙面の ト
ップに大 きな文字で載せた もの と解釈で きる。 日本語で は,左 か ら右へ と
書 かれ たテキ ス トを一行 ずつ上 か ら下へ と読 んでい く。従 って,最 初 に読
み手の 目に飛び込 んで くるのは,ト ップの1行 である と考 え られ る。
11月5日(封 切 りの約1カ 月前)付 けの広告(図2)も,一 面 を使 った
全 面 カラー広告 で あ っ た。 こ こで も,図1と 同 じよ うに,デ ィズニ ー
(Disney)TMとピクサー(Pixar)TMとい う映画制作会社の名前 が,英 語の ロゴ
の ままで記 されてい る。書 かれたテキス トの場合 には,何 が書 かれている
か,だ けで な くsど の ように書 かれているか(文 字の種類,書 体,大 きさ)
とい うこ とも解釈 にかかわ る。 カタカナ語 の 「デ ィズニ ー」 と英語の ロゴ
の"Disney"とでは,読 み手 に与 える印象がかな り異 なる。但 し,「デ ィズ
ニー」 及び"Disney"とい う存在 は,日 本 で も一種の ブラ ン ドと して確立
してい る。恐 らく,英 語が よ く分か らない人で も,英 語の まま"Disney"と
書かれていて も,お お よそのイメージを思い浮かべ ることはで きるだろ う。
その1行 上 には,「『フ ァインデ ィング ・ニモ』の スタ ッフ最新作!」 と
ある。 タイ トル ・ロゴの下 には,11月27日 と28日 に,「先行上映決定!!」
とい う新 しい情報が付 け加 え られている。縦方向 にデザ イ ンされてい る広
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図2『 朝 日新 聞』2004年11月5日 図3『 朝 日新 聞』2004年11月19日
夕刊16面 全面 広 告欄 夕刊13面 スポ ーツ欄
告 はr上 か ら下へ と読 まれ る。読み手 は,こ の よ うな映 画が上 映 され ると
い う情報 を得た後 に映画館 の一覧を見 ることになる。 また,図2で 初めて
主人公一家以外 の人物(家 族 ぐるみの友 だちの フロゾン(男 性)と,敵 役
の シン ドローム(男 性)と ミラージュ(女 性))が 登場す る(左 上で,手 を
伸 ば してい る母親 の上 と下)。けれ ども,彼 らの名前 は紹介 されていない。
図3で は,左 下 に 「「フ ァイ ンデ ィング ・ニモ」 を抜 いて一 全米No.
1新記録樹 立!」 した ことが明記 されていることに注 目 したい。 『Mr.イン
クレデ ィブル』 の約1年 前(2003年12月6日)に 公開 された 『ファイ ン
デ ィング ・ニモ』(原題:FindingNemo)は,大ヒッ ト作 とな り,第76回
アカデ ミー賞H長編 アニメー シ ョン賞 を受 けた。 アメリカでは公 開後 の最初
の週末 に7千 万 ドルの興行収 入を記録 した。 この記録 は,そ れ までのアニ
メー ション映画 と しては最高の記録であった。2004年3月 には,全 世界
での興行収 入が8億5千 万アメ リカ ドル とな り,こ れ までに公 開 された
映画の中で興行収 入ベ ス ト10に入 った。




















































































































































































図4『 朝 日新 聞』2004年11月26日 夕刊21面 と20面 最 終面 の直前
ている。 ここで も,20面広告の一番上で 『ファインデ ィング ・ニモ』への
言及が な されている(「「ファインデ ィング ・ニモ」 を抜 いて一 全米No.1
新記録樹 立!」)。その下 に,小 さな文字で 「デ ィズニー史上最高記録」 と
興行収 入の数字 を挙 げてい る。21面 の左 下 に も,タ イ トル ・ロ ゴの下 に
「「ファイ ンデ ィング ・ニモ」 のス タッフ最新作」 と書 かれている。
20面の絵 の右下 には,日 本語吹 き替え版の声 を担当 した俳優の三浦友和
(Mr.インク レデ ィブル),宮迫博 之(シ ン ドローム),綾 瀬 はるか(ヴ ァ
イオ レッ ト)が,公 開初 日に丸の内 ピカデ リー1で 「初 日舞台挨拶」 を行
うこ とが 「決定」 した と明記 されている。 日本語 が横方向で表記 される場
合 は左 か ら右へ,そ して一行ず つ上 か ら下へ と読 まれ る。新 しい情報 は,
上 か ら読 んで も左 か ら読んで も,最 後 に 目が留 まる箇所 に配置されている
こ とが分か る。 しか し,広 告の読み手が20面 と21面 の どちらを先 に読む
かは微妙 である。 見開 きの両面 を一度 に見るか もしれないが,1面 か ら順
を追って20面 を先 に読 む,最 終面 に載 っているテ レビ番組欄 を見 た後 に
紙面 をめ くって21面 に目を通す とい う可能性 もあ る。
図5は,広 告特集紙面の下部(約3分 の1)に 配置 されている。 これま








































図6『 朝 日新 聞』2004年12月3日
夕刊16面 最 終面
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での広告 と比べてみる と,上 映館の紹 介が,全 体 の右半分弱 を占めている。
一番上 の行 で は,「家族の奇跡 まで,あ と4日 」 とあ るように,公 開
日までの カウン ト ・ダウ ンが行 われている。公 開初 日に 「舞台挨拶決定!」
とい う情報 も左 下に記 されている。
但 し,常 に注意 しなければな らないのは,広 告 を継時的 に見れば くり返
され てい るこ とが分か る情報 で も,ひ とつ ひとつの広告 に初めて 目を留め
た読み手 にとって は新 しい情報 であ り,く り返 しではない とい う点 であ る。
知 ってい る読 み手 に とっては,く り返 しは既 に提 供 されてい る情報のす り
込み にな るが,初 めての読 み手 にとってはあ くまで も新情報の獲得 である。
図6は,夕 刊 の最終面,テ レビ番組欄 の下 に配置 されてお り,や は り読
み手の 目に留 ま りやす い位置 にある。掲載 日が公 開 日前 日であ り,「誰 より
も早 く劇場で一」 とい う一言のす ぐ下 に,い くつかの上映館が紹 介 されて
いる。::下 には,上 映館 の地 図 も見受 け られる。既 に述べ たように,縦
方 向の広告 は,上 か ら下へ と読 まれ る。「明 日4日 」が映画公 開 される 日
であ るこ とを明記 した下 に,い くつか の上映館 の名前 を載せ る。 そ して,
その下の主 人公0家 の絵 の右側 に通常の上映 を行 う映画館 の一覧があ る。
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読み手 に どの ような映画であ るか を知 らせ た上で,映 画が上映 される映画
館 を紹 介す るとい うパ ター ンは,こ こで も貫かれている。 また,他 の映画
広告の左 に配置 されてい ることで,そ れ らよ りも先 に読み手の注意 を得 ら
れやす くなっている。
時間の経過 をた ど りなが ら広告 を見てい くと,い くつ かのキー ワー ドや
決 ま り文句が 目に留 まる:「 家族」,「奇跡」,「奇跡 を起 こせ るの は家族 し
かいない」,「その 〈秘密 〉は決 して人間に知 られてはな らない」,「「ファイ
ンデ ィング ・ニモ」 のス タッフ最新作」,"DISNEYPRESENTSAPIXAR
FILM",「公開 まで あ と4日 」,「明 日」(公開 日までの カウ ン トダウン),
(アメリカ)ア カデ ミー賞Rへの ノ ミネー トや,前 哨戦 となるゴールデ ン ・
グローブ賞K受賞,「大 ヒッ ト上映中」。 「家族」 とい うキーワー ドに合 わせ
るように(も ともとの映画の タイ トルは,『インクレデ ィブルー家」であっ
た),毎 回 インク レデ ィブルー家全員が広告 に登場す る。広告 は,夕 刊 に載
っていた。 それ も,金 曜 日の夕刊 が多い。公開初 日までは,毎 週金曜 日に
広告が載せ られてい る。スポーツ面 の下部 に配置 され ることも多い。やは
り,読 み手 の 目に留 ま りやす い時や紙面 を利用 しているのだろ う。
図7に は,一 番上 に,「師走 は,ダ ッシュ!映 画館へ,ダ ッシュ!」
と特太 ゴシ ック体で書かれてある。 この行 には,語 呂合わせが見受 けられ
る。左側 に走る姿が描かれてい る少年の名前は 「ダッシュ」 とい うが,「急
げ!」 とい う意味 で も 「ダッシュ」 とい うことばが使 われている。 また,
図7で は,メ デ ィアの世 界 と現実 の世界 との連動(掲 載 日は,師 走 と呼ば
れ る12月)が 見受け られ る(「師走 は,ダ ッシュ!」)。また,右 側 に走 っ
ている姿 の インク レデ ィブルー家が描 かれてお り,そ の下 に 「早 くも動員
100万人突破!ま だ まだ更新 中!」 と具体的 な数字が挙 げ られている。
左側 の走 っている ダッシュの姿の下 には,「大 ヒッ ト上映 中!」 と書かれて
いる。
他 の映画広告 の左 に配置 されているが,広 告欄 の4分 の3を 『Mr.イン
クレデ ィブル』が占めている。 そ して,映 画 を観 た感想が引用 されている。
「め ち ゃ くち ゃ泣 い た 。 「モ ン ス ター ズ ・イ ン ク」 よ り も,も っ と泣 け
ま した 。」(澤 井 志 穂 さん/23歳,OL)
恐 ら く,「澤井志穂 さん/23歳OL」 は,『Mr.インクレデ ィブル』 を観
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図7『 朝 日新 聞』2004年12月10日 図8『 朝 日新 聞』2004年12月17日
夕刊16面 スポ ーツ欄 夕刊17面 スポー ツ欄
た観客の ひ と りとして,引 用 されているのだろ う。
「めちゃ くちゃ泣いた」 の部分が大 きな文字で書 かれてあ り,そ の1行
下 に,「「モ ンスターズ ・インク」 よりも,も っ と泣 けま した。」 と続 いてい
る。 この広告の読 み手 を,『モ ンスターズ ・イ ンク』 を観た ことがある,ま
たは知ってい る人 として扱 っているこ とが読み取れ る。
図8で は,一 番上 に 「"インクレ"現 象」 と,「イ ンク レデ ィブル」 の省
略語が使 われている。 この略語 を創 り出 したのは,誰 なのだろ うか。 どの
くらい使 われているのだろ うか。少 し疑問 を感 じる。 その一方で,「アカデ
ミー賞最有 力!」,「映画賞 レー ス独走 中!」 と左側 に大 きな文字で書 かれ
てあ る。 そ の下 に,少 し小 さな文 字で 「第62回 ゴー ルデ ン ・グローブ
賞 ・作品賞 ノミネー ト」,「LA映 画批評家協会賞,ニ ュー ヨー ク映画批評
家協会賞W受 賞!」,「第32回 アニー賞 ・最 多16音B門 ノ ミネー ト!」,
「2004年AFIアワー ド ・ベ ス ト10!」(AFI=America皿FilmInstitute,
アメリカ映画研 究所),「2004年ナシ ョナル ・ボー ド・オブ ・レビュー 長
編 アニメーシ ョン映画賞受賞!」 と受 けた賞や ノ ミネー トされた賞が列挙
されてい る。 これ らの賞は,2005年2月27日 に発表 される第77回 アカ
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デ ミー賞Nの前哨戦 として位置 づけ られている。 ちなみ に,第77回 アカデ
ミーHヘ ノ ミネー トされた作品 は,2005年1月25日 に発表 された。 ノ
ミネー トされ ただけで も,映 画 として一定の評価 を得 た ことになるため,
新聞広告で言 及 されるこ とが多いのだ ろう。
図9は,夕 刊 の`℃ulture&Entertainment"欄に載 っていたが,掲 載 日
の クリスマ ス ・イブに合わせ て,主 人公たちがサ ンタクロースの格好 をし
ている。"MerryChristmas"いうメ ッセ ージ もある。 「「ファインデ ィン
グ ・ニモ」 の スタッフが贈 る一」,な どのキーワー ドや,「"インクレ"サ ン
タ」 とい う 「インクレデ ィブル」 の略語 も見 られ る。
図9も 図7と 同 じように,現 実の世 界 とメデ ィアの世 界が融合 してい
る例 である。実 際の映画 には,ク リスマ スの シー ンは出てこない。 また,
左側 に 「日本全国動 員200万人突破 まだ まだ更新中」 と,興 行成績の具
体的 な数字が挙 げ られている。 これほ ど人気のあ る映画 だ とい うことをア
ピールするためだろ う。
図10は,元 日のテ レビラジオ特集の一部 として掲載 された 「… にタッ
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図9『 朝 日新 聞 』2005年12月24日 図10『 朝 日新 聞 』2005年1月1日
夕刊7面"Culture&Entertainment"欄テ レ ビ ラ ジ オ 特 集 面
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レビ放映 されている 『TVタ ックル』 とい う討論番組 に由来す る。 この番
組 は,ビ ー トたけ しが司会 を務め,さ まざまな時事 をテーマに して出演者
が討論す る番組で あるが,娯 楽的 な側面 ももち合わせてい る。
図10に おいて も,一 番上 に 「2005年も合言葉 は,"イ ンクレ"!」 と特
太 ゴシック体 で書 かれてあ り,「インクレ」 とい う略語が見 られる。 しか
しr誰 の間で使 われている合い ことばなの だろうか とい う疑問 を感 じる。
他 のマ ス ・メデ ィアへ の言 及 もな されてい る(「奇跡の 冒険 に,マ ス コ
ミか ら絶賛 の嵐!」)。同 じ朝 日新聞(2004年12月2日 付 け)に 掲載 さ
れた映画評論家 ・品 田雄吉氏 による映画評 「この単純明快 なワクワク感 は,
映画 の魅力の原点 なのだ」 や,「もはやアニメであることす ら忘れて しまう
くらい に,心 の底 か ら"笑 って泣 け て燃 える"作 品」(『Weeklyぴあ』
11/11号),「スクリー ン全体 に贅沢 に広が る,笑 い とスリル,感 動 を受 け
止め,ま た一つ大切 なモノ を見つ けて ほ しい」(『non-nod12/5号)とい
う映 画評が引用 されている(ゴ シック体で記 されている箇所 は,広 告で大
きく太い文字で書かれていた部分であ る〉。 『Weeklyぴあ』 は,さ まざま
な情報 を載せ る週刊誌で あ り,『non-no』は,若 い女性 向けの ファッシ ョ
ン誌 であ る。そ して,こ れ らの引用の下に,「ゴールデ ン ・グローブ賞作品
賞」 に 「ノミネー ト」 されたことが記 されている。
また,「外 国語 に タックル」 と名付 け られ た紙面 に広告が載 っているこ
とに も,注 目したい。広告 のす ぐ上 には,NHKテ レビ番組 『英語 で しゃ
べ らナ イ ト』 に出演 中のバ トリック ・ハーラ ンのコメン トがある。 「外国語
に タックル」 と名付 け られた紙面 に広告 を載せたのは,ハ ーラ ンの コメン
トと英語 映画 『Mr.インクレデ ィブル』 を結 びつけて考 え る読み手の存在
を想定 していたのか もしれない。
図11で は,広 告の::上 に一際大 きな文字で 「アカデ ミ 一ー賞 最有 力!
世 界 中か ら絶 賛 の 嵐!」 と書かれてあ る。 その下 に図8と 同 じように,こ
れ まで にノ ミネー トされ た賞が列挙 されてい る(「ゴールデ ン ・グローブ
賞 ・作品賞 ノミネー ト」,「各映画批評家協 会賞独 占(LA./N.Y./ワシン
トンD.C./ラスベ ガスな ど)」,「2004年度ナ シ ョナル ・ボー ド・オブ ・
レ ビュー(長 編 アニ メー シ ョン映画賞受賞)」)。更 に,「 日本 国内,動 員
370万人突破!記 録更新中!」 とあ り,日 本で も人を集めているこ とが
指摘 されてい る。
ちなみ に,ア メ リカ ・アカデ ミー賞Rの発表 は,広 告掲載 日か ら約1カ
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月後の2005年2月17日 である。
「大 ヒ ッ ト上 映中」,「「フ ァイ ンデ ィング ・ニモ」 の スタ ッフが贈 る一 」
とい うキーワー ドは,こ こで も見 られ る。デ ィズニーTMとピクサ,_,TMに関
して は,英 語 のロゴが記 されて いる。右側の絵 には,笑 顔 の一家の姿が描
かれてい る。
図12も,『 ぴあ』(2004年11月11日号)に 載 った映画評 に触 れている
(「心の底か ら,"笑 って泣 けて燃 える"作 品」)。但 し,『ぴあ』か らの引用
であるこ とは小 さな文字 で付 け加 え られているだけで,こ の映画評 は くり
返 しで もある。左 側 には,図11以 降 に受賞 した賞が書 いてある(「本年度
ブロー ドキ ャス ト映画批評家協 会賞受賞(ア ニ メーシ ョン作品賞)」)。日本
では,「動 員400万 人突破!」 した。右側 に載 っている絵 には,や は り家
族 全員が登場 してい る。図12も スポーツ面 の下部 にあ り,他 の映画広告
(大きさは,『Mr.インク レデ ィブル』の広告 の3分 の1ほ ど)の 左 に配
置 されている。
図13はs"Culture&Entertainment"欄,他の映画広告 の右 にあ る。広
告 には,「大 ヒッ ト上映中!」 とあるが,広 告のす ぐ上の映画 ヒッ ト・チャ
ー トを見 てみ ると,先 週 か らラ ンクを下げて,第7位 となっている(先 週
は,第2位)。 この ころか らs新 しい映画 の公 開が少 しずつ始 まっている
ためだ ろう。
これ までの広告 と比べ ると,図13は,一 番小 さくて,登 場人物 の中で
は母親だけが描かれている。他 の広告 の右 に配置 されてい るのは初めてで
あ る。
図14は,ア カデ ミー賞・を受賞 したことに言及 している。具体的 な賞へ
の言 及だが,「作品賞」だけが大 きな文字で書 かれてい る。音響効果賞の受
賞 は小 さな文字で書 かれてあ り,よ く見ない と分 か らない。
図14に は,名 前 の紹介が ないが,主 人公一家 の赤ち ゃんが,ク ラ ッカ
ーを鳴 らして,「あ りが とう」 と書 かれたたす きを している。アメリカのア
カデ ミー賞抽を受賞 したの に,日 本の新聞でお礼の ことばが見 られるのは面
白い。 この図14が,最 後の新 聞広告 であった。上映期 間が終 わろうとし
てい るこ とが記 され てお りs「お見逃 しな く!」 とい う1行 の下 に,数 が
少 な くなった上映館 が紹介 されてい る。最後の広告で も,タ イ トル ・ロゴ
の上 に 「「ファインデ ィング ・ニモ」のス タッフ最新作!」 とあ り,読 み手
に 『ファインデ ィング ・ニモ』の イメージを思い起 こさせ ようとしている
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図11『朝 日新 聞 』2005年1月7日 図12『 朝 日新 聞 』2005年1月14日
夕刊7面"Culture&Entertainment"欄夕刊13面 ス ポ ー ツ欄
6'軍 》ノ陪■,豊 訂帽華 曜Vt


























































































































































































































































































































図13『朝 日新 聞 』2005年1月21日 図14『 朝 日新 聞 』2005年3月5日
夕刊7面"Culture&Entertainment"欄夕刊15面 最 終 面 の 直 前
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のが読 み取 れる。
い きな りカタカナ語の映画 タイ トルを示 されてsそ の映画が どの ような
映画 なのか を想像す ることは,恐 らく,外 国語 を習得 していない人に とっ
て容易で はないだ ろ う。 ところが,そ の映画が デ ィズニーTM映画であると
い うこ とは,0種 のブラ ン ドと して社 会的 に位 置づ け られてお り,そ の イ
メージはす ぐに思 い浮かぶ。『コ ンサ イスカタカナ語辞典』 第3版(2005)
には,以 下の ような 「ブラ ン ド」の定義が見 られる。
1商 標,銘 柄 〈昭 〉(筆者注:昭 和)2会 社 ・商 品 ・サー ビスな ど
について,他 と明確 に差 別化で きる個性(イ メー ジ ・信頼感 ・高級感
な ど)。経営 ・販売上の戦略 として構築 ・管理 され る 〈現 〉(筆者注:
昭和21年 以降)32の ような個性 を確立 している会社 ・商品 ・サ
ー ビスな ど 〈現 〉(筆者注:昭 和21年 以 降)
ScollonanLdScollon(2003)は,「ブラ ン ド」 を脱 コンテキス ト化 された
(decontextualized)サインと見 な してい る。通常のサ インとは違 って指標
性(indexicality)をもた ないため に,ど の ような環境 にあ って も環境の影
響 を受けず,情 報の受け手 によって同 じように解釈 され ると指摘 している。
視点 を変 える と,ブ ラン ド自体が非常 に影響力 のあ るコンテキス ト化のキ
ュー とな り,情 報 の受 け手 をコ ンテキス ト化 してい るとも言 えよう。
デ ィズニーM初 の全編 コンピュー タ ・グラフ ィックス(CG)映 画である
『トイ ・ス トー リー』の監督 ジ ョン ・ラセ ター(JohnLasseter)が,1995年
度 アカデ ミー賞x特別賞 を受賞 した。そ して,CGを 専 門 とす る制作会社 と
して ピクサ ーTMが揺 るがないブラン ドになったの は,『ファイ ンデ ィング ・
ニモ』が当時の興行収 入最高記録 を破 る大 きな ヒッ トにな り,ア カデ ミー
賞 陣を受 けた ことだ った。その次 に制作 されたのが 『Mr.インク レデ ィブ
ル』であ るが,そ の広告 には,決 ま り文句であ るかの ように 「ファインデ
ィング ・ニモ」 のス タッフの最新作であるこ とが くり返 して指摘 されてい
た。
情報 の受 け手 に とって 身近 でない人やで きご とに まつ わるニ ュースは,
マ ス ・メデ ィアに よる報道 とい う形で届 け られ る。 メデ ィアは,現 実の世
界 を情 報源 としなが ら,メ デ ィアの世界 を創 り出す。映画の実 際の内容 に
かかわ らず,揺 らぐこ との ないブラ ン ドとしてのデ ィズニ ーTMのイメージ
デ ィズニーM・ アニ メー ション映 画 『Mr.インク レデ ィブ ル』の新聞広 告 を載せ る191
が,将 来 の観客 を コンテキス ト化す る。加 えて,ピ クサーTMとい う映画の
ブラン ドが確立 しつつ ある。 ピクサ 」ーMとい う名前 を聞 く と,素 晴 ら しい
CGが 人 々の頭 の中に思 い浮かぶ ようになったのではないだろ うか1。
最後 に,カ タカナ語 の タイ トルについて述べ る。柳 父(1982)は,翻訳
語 の 「カセ ッ ト効果」 を論 じている。明治 の黎明期 にそれ までの 日本 には
なか った概 念が輸入 され,漢 字 を使 った多 くの翻訳語が創 り出 された。「カ
セ ッ ト効果」 とは,漢 字の造語 を用いることによって,「意味は よく分か ら
ないけれ ど,難 しそ うだ」 とい う語感 を受 け手 に与 えるこ とを指 している。
この指摘 は,カ タカナ語 やローマ字で表記 された英語 に も当ては まる。 「異
質 なことば」 を用いることで,人 々の注 目を引 きつけることがで きる。 「よ
く分か らない」 「難 しそ うな」 目新 しいことばであって も,一 度使 われて し
まうと 「乱用 され」,こ とばだけが独 り立 ち してい く。何 とな くしか分か ら
ないけれ どだいたい こんな意味だろ う,と 解釈 されて使われるようになる。
海外 か ら持 ち込 まれた概念 に対 して,明 確 な根拠の ない畏敬の念が抱 かれ
る。
日本語 は,豊 かな表現性 を秘めている。尾谷池(2003)によれば,日 本
語 は書字方向 と文字 の種類(漢 字,ひ らがな,カ タカナ,ロ ーマ字)が 豊
富 であ り,歴 史的な変遷 を経 て表記法 自体が社会的 な意味 を もつ ようにな
った。英語 の単語 を,敢 えて英語の まま,カ タカナ語 に したままで提示す
ることも,「カセ ッ ト効果」 をね らった もの と考 え られ る。 けれ ども,「カ
セ ッ ト効果」 だ けで は映画の内容が分か らない。広告の継時 的な変化 は,
送 り手 による情報 の操 作 とも言 えるが,カ タカナ語 の タイ トル による 「カ
セ ッ ト効 果」 か ら出発 し,広 告の読 み手 を少 しずつ コンテキス ト化 してい
るもの と考 え られる。
6.終わ りに
本稿の リサーチ ・クエ スチ ョンは,カ タカナ語の タイ トルか らだけで は
読 み取 れ ない情報 は どの ように して読み手 に提 供 され るのか,で あった。
その答 えは,制 作者 の前作への言及r他 のマス ・メデ ィアに載 った映画評,
観客の コメン トや制作 会社 のブ ラン ド効果 を通 して間テキス ト性 を張 り巡
ら し,映 画 の イメージをメデ ィア上で創 り出す ことであった。
外国語映画の 日本語版 タイ トルに限 らず,外 来語や カタカナ語の多用は,
現代 日本語 に対 す る大 きな問題 として議論 を呼 んでい る。 カ タカナ語 の
1J2
「カセ ッ ト効果」 を見抜 くこ とも,重 要 な課題 になるだろ う。せめてカ タカ
ナ語 の使用が英語学 習への 入 り口になれば,と も願 うばか りである。
?、
、?
1『 トイ ・ス トー リー 』,『トイ ・ス トー リー2』,『 バ グ ズ ・ラ イ フ』,『モ ン ス
ター ズ ・イ ン ク』,『フ ァ イ ンデ ィ ン グ ・ニ モ 』,『Mr.イ ン クレ デ ィブ ル』 を
指 す 。 こ れ まで の 主 な ピ クサ ーTM長編 作 品 は,デ ィズ ニ ーTMと共 同 制 作 さ れ
て きた 。
22006年1月24日 に ウ ォル ト ・デ ィズニ ー ・カ ンパ ニ ー は ピ クサ ー を買収 し
た。
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